
いちサポ通信
働きたい・自分に出来る仕事を見つけたい若者に届けたい！

職場一日体験：有限会社大文字りんご

いちのせき若者自立支援ネットワーク会議

おうしゅうルーム おおふなとルーム

12月の支援プログラム

平成30年 11月までの実績（11月 20日現在）

●登録者・・・・・・76名（うち平成30年度新規43名）
●就職決定者・・・・17名（平成30年 4月より）
●今月の就職決定者・   3 名（10月 20日～11月 20日）12月号

サポカフェ ＨＰ 編集後記

報告

報告 報告

いちサポでは、就職が決まった利用者さんが気持ちよく働き続けられる
ようなサポートとして、卒業生の交流会である「サポカフェ」を月に１
度開催しています。12月は15日にサポカフェを予定しています。

支援プログラム等の詳しい
情報はホームページまたは
事務所掲示板をご覧下さい。 ＱＲコード

いちサポは12月 29日から1月6日まで、年末年始のためお休
みを頂きます。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお
願いいたします。来年もよろしくお願いいたします。

報告

いちのせき若者サポートステーション（運営：ＮＰＯ法人レスパイトハウス・ハンズ）

〒021-0881　岩手県一関市大町4-29なのはなプラザ4階

厚生労働省
地域若者サポートステーション事業

0191-48-4467

職場一日体験：丸江スーパーエコー店
報告 ◆日時：10/16（火）10:00-15:00　◆所在地：一関市萩荘字金ヶ崎22-1　◆参加者：8名　◆事業内容：食品スーパー・ファミリーレストラン・娯楽施設を運営　◆業種：各種食料品小売業

山畑店長さんから皆様へ（求める人材像）
　グロサリーは、スピーディーな仕事が求められるため、売場を見
渡す広い視野が必要です。作業中はお客様への気配り、目配りが必
要です。お客様との出会いが多い部門です。接客が好きな方、お仕
事を通してお客様に人の温かみを与えられる、前向きに仕事を進め
ていける方を求めます。

企業見学会：株式会社アームロック
報告 ◆日時：10/11（木）10:00-11:00　◆参加者：4名　◆所在地：一関市厳美町字猿鼻51　

◆事業内容：カキ化石天然ミネラル　◆業種：飼料製造業　◆従業員数：８名

　新人社員は「パレットへの荷積み作業」からスタートします。最初の一ヶ
月は力加減が分からないので指先が痛くなりますが、日が経つにつれ慣れま
す。一定期間を経ると「袋詰作業」と「パレットへの荷積み作業」が一週間
単位でシフトが変わります。作業に必要な資格（フォークリフト・玉がけ・
アーク溶接）は順次に取得できるように指導いたします。

◆日時：10/25（木）　10:00-15:00　◆参加者：9名
◆場所：平泉町長島字山田689　◆内容：林檎・桃・梨の生産販売

03日（月）　古本ボラ
04日（火）　JOB体験（一関図書館）
　　　　　　ＹＧテスト
05日（水）　おうしゅう・おおふなとルーム
07日（金）　PC講座（パワーポイント）①
12日（水）　千廐巡回相談
13日（木）　年金セミナー
14日（金）　PC講座（パワーポイント）②

15日（土）　サポカフェ
18日（火）　就労専門家相談
19日（水）　おうしゅう・おおふなとルーム
　　　　　　　　　レディネステスト
20日（木）　はじめの一歩プログラムB
21日（金）　PC講座（パワーポイント）③
22日（土）　保護者のつどい
25日（火）　こころの相談
27日（木）　ホンキ１DAYセミナー

就職についてのご相談をお待ちしております！

受付時間 10時～17時

平 成 30 年 12 月 1 日
い ち サ ポ 通 信 第 64 号

報告

　㈱丸江は、食品スーパーマーケット５店（一関市内３、栗原２）、ハンバーグレスト
ランのびっくりドンキー５店舗（一関市、奥州市、石巻市、大崎市、秋田県横手市）を
運営しています。又、業種は異なりますが、ゲームセンター「セガ水沢店」、「ビンゴ一関店」
も営み、食品販売から外食・娯楽施設までを多角経営している企業です。
　丸江スーパーエコー店において、商品の品出し・品揃えに関する業務（グロサリー）
を体験しました。グロサリーは、一般食品・雑貨部門があり、お菓子・飲料水・レトルト・
加工食品・調味料・日曜関連・ペット関連など、スーパーでは一番アイテムの多い部門
です。ストックヤードから商品を運び出し、陳列棚に商品を補充し、品揃え・前揃えす
る作業です。

　自社所有の山より、カキの貝化石を多く含む鉱脈から鉱物を採掘し、粉砕・乾燥・
分類をして、天然特殊肥料及び牛豚・鶏の天然総合ミネラル補助飼料として、数種
類の製品を製造販売しております。家畜に与えると健康で丈夫に育ち、肉質が美味
しくなります。又、土壌に散布すると、特に連作障害に大きな効果があり、農作物
が健康に育ちます。製品は北海道から九州に至るまで流通され、大手企業にも納品
されています。小売はしておりません。工場内は3部門の作業に分かれ、①原料投入・
粉砕作業、②袋詰作業、③パレットへの荷積み作業となります。一袋の重量が 20kg、
毎日 1000 袋を生産。

佐藤工場長さんから皆様へ（求める人材像）

　㈲大文字りんごは、束稲高原に位置
し、寒暖の差が大きい土地柄にりんご
畑があります。12ヘクタール、東京
ドーム 2.5 個分の面積に、約 20種類、
8000 本の多様な品種を栽培。平成元
年に有限会社として創業。
　当日はりんごの「葉摘（はつみ）」
作業を体験。枝の葉っぱを摘み取り、りんごの茎を回す作
業を行ないました。果実に日光を均等に当てることで、甘味、
着色に優れた高品質のりんごが育ちます。
＜参加者Ａさんの感想＞
　圃場から見える景色と、休憩中に試食させて頂いたりん
ごの味は格別でした。初めての農作業でしたが、貴重な体
験をさせて頂きました。ありがとうございました。

職場体験：三島ハーネス株式会社
◆日時：10/3 ～ 10/17（10日間）　8:50-15:50　◆参加者：1名　
◆場所：真柴字岩ノ沢81-3　◆内容：電気機器の製造・組立作業の補助作業

　端子のコネクターへの挿し込み、導通検査、チュー
ブ通し等を体験。10日間の体験を通して、製造業の仕
事に必要な様々なことを学びました。
　体験に参加したAさんは「時間内に終わらなかったり、
間違えてしまうこともありましたが、
分かりやすく教えて頂き、メモも取ら
せて頂きました」と振り返ります。
　後日、ハローワークで公開され
ていた求人に応募し見事採用。新し
いステップを踏み出しました。

１０月の大船渡ルームでは「コミュニ
ケーション」について参加者同士で話
しました。「こういう時はどうする？」
をテーマに、自分の経験から、困った
時の解決方法について意見を交換。
　また、困った経
験について、他の
見方や考え方を出
し合うことで、適
切な言い方や対応
の方法を変えられ
ることを学びました。

◆日時：11/13（火）　13:30-15:50　◆参加者：13名　◆場所：なのはなプラザ　
◆内容：いちのせき若者サポートステーション事業の中間報告

　年に 2回開催している会議ですが、今回はいちサポ事業の中間報告と、取組事例
として「前沢地区民生児童委員さんとの連携」と「切れ目ない支援（通信制高校を
核とした学校連携）」などを報告しました。
　「人は欲しいが採りたい人がいない」という最近の企業状況を踏まえ、働くことに
対して未成熟な若者への支援について、育てる時
間が無いなどの企業環境、労働訓練の場、発達障
がい等の企業理解など課題がたくさん挙げられま
した。これらの課題について、関係機関がそれぞ
れの役割を持って連携していくことが再確認され
ました。

尾川社長さんから若者へのメッセージ

　台風などの自然災害で気持ちが落ち込むこともありまし
たが、多くの方に喜んで頂けるりんごを育ててきました。
後継者不足の解消のためにも、新規就農の方の存在が重要。
　3年もすれば覚えるが、初めは失敗の連続です。失敗も
経験の内です。失敗を乗り越えて、成功させることが大切です。

　11月7日（水）、
水沢メイプルに
て開催。今月は
新規登録者 1名
を含む 4名が参

加し、午前のグループワークで行なっ
たチャレンジワークではピッキング、
洋服たたみ、ねじ止め、プラグの分解・
組立の各作業の中から 3種類の作業を
選択。2人でペアになり、作業と点検
を交互に行ないました。午後は個別相
談を実施しています。


